
荒川流域エコネット地域づくりの推進
令和３年度 取り組み結果

令和４年度 取り組み計画（案）
⾃然と治⽔が調和した地域づくりの推進に向けて

第３回 荒川流域エコネット地域づくり推進協議会（令和4年2⽉7⽇）

荒川流域の空に
コウノトリを
⽻ばたかせよう

資料２
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荒川流域エコネット地域づくりアクションプラン（R2年度策定）
〜⾃然と治⽔が調和した地域づくりのための⾏動計画〜

●⽬ 標：コウノトリ、トキを指標とし、関係機関が連携し、地域の⾃然環境を豊かにし、さらに地域振興につながる取り組みを充実させることで、
⾃然と治⽔が調和した魅⼒的な地域づくりの実現を⽬指すもの。

●内 容：地域関係者それぞれがこれまで実施してきた取り組みを引き続き推進することをベースとする。さらに今後10年間、地域連携によって以
下①〜⑥のプランについても取り組んでいくもの。

●体制：地域関係者が連携・協働してアクションプランを推進するため「荒川流域エリア・ワーキング」を設置して必要な対応を図る。

１．荒川流域エリアにおけるエコネット地域づくりアクションプラン

プラン① 合同⽣きもの調査の実施 プラン② ゴミ・外来種問題への対応 プラン③環境学習・観察会の推進⽀援

⽣物の
⽣息環境保全に
関するプラン

プラン④ 各種広報の展開 プラン⑤ エコツアーの推進⽀援 プラン⑥関係者間のネットワーク⽀援

地域振興・
経済活性化に
関するプラン

◎エリア内の環境データが蓄積され、各種取り組みの
検討・実施に役⽴っていること。

◎また、調査の実施を通じ、取り組み認知度が向上
（理解者・賛同者の増加）していること。

⽬指すもの
（10年後）

◎エリア内において、環境美化活動とともに、外来種
駆除活動が実施（実施回数・場所の増加）されるよ
うになること。

◎エリア内において、環境学習・⾃然観察会が、いま
より広く・数多く実施され、地域の学習機会が増え
ていること。

◎また、それにより取り組み認知度が向上（理解者・
賛同者の増加）していること。

⽬指すもの
（10年後）

◎エリア内において、取り組み認知度が向上し、荒
川流域エコネット地域づくりへの新たな理解者・賛
同者・参加者が増えていること。

◎エリア内において、⾃然環境を活⽤した地域観光
が実施されていること（新たな集客要素の提供によ
る地域活性化への貢献）。

◎エリア内において、⾃然環境・地域振興に取り組
む地域関係者間の新たな連携・交流が図られ、各⾃
の取り組み発展に寄与していること。

ベースとなる
取り組み

これまでの
活動継続

●協議会関係者による、河川・農地・⾥⼭林・公園等における⽣物の⽣息環境保全に関する活動の継続
●協議会関係者による、⾃然環境を配慮・活⽤した地域振興に関する活動（観光・商業・地域連携等）の継続
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（１）地域連携による⽣物調査の促進（プラン①）】
◎農地や河川の⾃然環境の保全・啓発などを⽬的として、地域連携による「⽣きもの調査体験会（鴻巣市 吹上〜⼤間地区）」を
企画。感染症拡散予防に配慮し、協議会関係者のみで実施した（令和３年７⽉22⽇・推進協議会関係者約25名参加）。

◎⽔⽥や河川の⽣物調査体験のほか、各箇所を視察しながら、コウノトリに関する講義（埼⽟県こども動物⾃然公園・髙⽊委員）、
環境保全型農業の取り組み紹介（荒川流域ネットワーク・川島委員）、コウノトリ野⽣復帰センターの紹介（鴻巣市）、⼤間地
区⾃然再⽣の取り組み紹介（荒川上流河川事務所）などを⾏い、参加者で意⾒交換を図った。

２．令和３年度の取り組み概要（主な活動結果） ⽣物の
⽣息環境保全に
関するプラン

◎地域関係者による⾃然環境の保全活動や調査・観察会等に関する情報収集を図るととも
に、今後の連携促進の検討にいかすため、活動の現地取材を実施した。
●北本市： トラスト８号地⾥⼭保存会による地元⼩学校参加による稲作体験

◎今後の環境学習・⾃然観察会で活⽤する教材資料を作成した。

【意⾒交換（抜粋）】
●地域関係者による各種取り組みがコ
ウノトリの定着につながるよう、よ
り⼀層、連携がすすむとよい。
●今⽇みたような⽣きものいっぱいの
荒川を、次年度以降は、ぜひ、⼦ど
もたちなど地域の皆さんに体験して
もらいたい。

小学校参加によるトラスト８号地
の田植え（北本市）

クビアカツヤカミキリ発見大調査（埼玉県環境
科学国際センター）※同センターHPより

地域関係者
による

取り組み例

鴻巣市吹上地区での水田調査体験～荒川大間地区での魚類調査体験～現地意見交換

環境学習教材などの検討・作成
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２．令和３年度の取り組み概要（主な活動結果） ⽣物の
⽣息環境保全に
関するプラン（２）ゴミ・外来種対策の連携推進（プラン②）

◎地域関係者による清掃活動・外来種対策に関する情報収集を図るとともに、今後の連携促進の検討にいかすため、活動の現地取
材や意⾒交換を実施した。
●吉⾒町： 町内の⽔⽥・⽔路のスクミリンゴガイ駆除活動（主催吉⾒町農作物病害防除協議会）
●川島町： 越辺川河川清掃に関する意⾒交換（越辺川を守る会）
●桶川市： 荒川クリーン活動（主催荒川クリーン協議会）

◎今後の清掃活動・外来種対策の連携促進に活⽤する啓発⽤資料を作成した。

【意⾒交換（抜粋）】
●外来種の専⾨家の参加があれ
ば、清掃活動時に外来植物を駆
除することは可能と思う。
●「これが外来種」ということ
を現地で説明してもらうのは、
河川清掃に参加者される皆さん
は環境への意識が⾼い⽅のため、
意義があると思う。
●河川清掃や町内美化活動の参
加者の⽅は環境に興味がある
⽅々なので、外来植物とあわせ
コウノトリ関連の取り組みにつ
いてもＰＲされるとよいと思う。
●アライグマ、スクミリンゴガ
イによる農業被害に困っている。
●オオキンケイギク等の外来植
物について、広報等で市⺠・町
⺠に除去を呼びかけている。オ
オキンケイギクの効果的な駆除
⽅法があれば知りたい。

荒川流域の外来種問題啓発用リーフレット

川島町 越辺川清掃活動場所近傍 桶川市 荒川クリーン活動

オオキンケイギク駆除方法紹介リーフレット

吉見町 スクミリンゴガイ駆除活動
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２）推進協議会ロゴマーク⼀般投票

１）取り組みPR資料の作成

２．令和３年度の取り組み概要（主な活動結果）

施設別投票割合（N=1,326）

地域振興・
経済活性化に
関するプラン（３）取り組みPR活動（プラン④）

A案
155票
12% B案

185票
14%

C案
494票
37%

D案
492票
37%

◎本推進協議会のロゴマーク案（４案）を作成し、地域関係者と連携・協⼒しながら、流域内各施設において
ロゴマーク案に対する⼀般⼈気投票を⾏った。

C案
D案【鴻巣市】鴻巣市役所、鴻巣市役所川⾥⽀所、コスモス

アリーナふきあげ
【桶川市】桶川市役所
【北本市】北本市コミュニティセンター、サンアメニ
ティ北本キャンプフィールドﾞ（野外活動センター）

【川島町】ふれあいセンターフラットピア川島
【吉⾒町】吉⾒町役場、ぷらっとよしみ（吉⾒町図書交
流館）

【埼⽟県】埼⽟県⾃然学習センター（北本市）、埼⽟県
防災学習センター、北本県⼟整備事務所（北本市）

【その他】埼⽟県こども動物⾃然公園、アリオ上尾

投票状況
（埼玉県自然学習センター） 投票パネル設置施設一覧 投票結果上位２パターンを採用

◎本取り組みPRのため、推進協議会・アクションプランの概要、エリア内の魅⼒（SDGsと関連付け）をまとめ
たデジタルサイネージ⽤動画（５タイプ）及び広報⽤パネル（原稿）を作成した。

広報用デジタルサイネージ動画の一例 広報用パネルの一例
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◎各⾃治体の観光スポット、サイクリング・ウォーキングコース、巨⽊の位置など、観光情報や⾃然環境保全
上の拠点などの情報をデータベースとして集約し、流域共通マップ（Googleマイマップ）を作成した。

２．令和３年度の取り組み概要（主な活動結果）

こうのす花まつり・馬室会場

吉見百穴

荒川流域エリア・共通マイマップ（アウトプットイメージ） 格納した地域資源データの例

（４）流域共通マップの作成（プラン⑤）

３）取り組み広報資料案の作成

地域振興・
経済活性化に
関するプラン

◎今年度実施した⽣物の⽣息環境保全に関する取
り組みをニュースレター準備号にとりまとめ、
WG関係者で共有した。

※次年度以降、⾏事開催状況にあわせて、公開版
ニュースレターを不定期発⾏していきたい。

ニュースレター準備号
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３．令和４年度の取り組み計画（案）

プラン① 合同⽣きもの調査の実施

プラン② ゴミ・外来種問題への対応

プラン③環境学習・観察会の推進⽀援

（１）⽣物の⽣息環境保全に関する次年度計画

１）河川〜⽔⽥のエコネット⽣きもの調査体験会を参加者公募形式で実施する。ま
た、⽔⽥の動物量調査の各⾃実施を呼びかける。

２）各⾃治体・団体等で実施される⽣物調査の参加案内や結果データの共有をお願
いする（事務局を介した情報共有の推進）。

３）収集した⽣物データの整理や、新たな⽣物データの収集・活⽤⽅法について検
討する（アンケート形式による情報収集、流域⽣物データベースの構築、コウノ
トリ定着ポテンシャルの分析など）。

１）各清掃活動（春・秋）や外来種駆除活動（随時）において、作成した外来種啓
発⽤資料を配布する。（各⾃治体・団体等へ資料送付するとともに、⼀部、事務
局が参加・解説する。）

２）ゴミ・外来種対策を相互促進するための、さらなる⽅策の検討（プラスチック
ごみ対応含め）を⾏う。

１）各⾃治体・各団体等で実施される環境学習・観察会の告知情報や結果広報の共
有をお願いする（事務局を介した情報共有）。

２）上記の環境学習・観察会において、作成したコウノトリ等の学習⽤資料を配布
する。（各⾃治体・団体等へ資料送付するとともに、⼀部、事務局にて参加・解
説を⾏う。）

３）環境学習・観察会を促進するための⽀援⽅策（資機材・⼈材）の検討を⾏う。

●協議会関係者それぞれによる関連事業の推進（および推進協議会での情報の収集・共有）
●取り組み効果分析に関する検討（⽣物や⽣物⽣息場の保全効果等）

ベースとなる
取り組み等
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３．令和４年度の取り組み計画（案）

プラン④ 各種広報の展開

プラン⑤ エコツアーの推進⽀援

プラン⑥関係者間のネットワーク⽀援

（２）地域進⾏・経済活性化に関する次年度計画

１）作成した広報資料（動画・パネル）の各⾃治体・団体の拠点施設、イベ
ントでの展⽰を⾏う。

２）ロゴマークの各種資料への統⼀掲載を⾏う。
３）各⾃治体・団体等の広報媒体（SNS等含む）によるエコネットに関する
情報発信（必要に応じ事務局を通じた発信）を⾏う。

１）Google マイマップ等の関係者間での共有、及び情報の追加や活⽤⽅法
等に関する意⾒交換を⾏う。

２）各⾃治体・団体等で実施される観光振興の取り組みについて、告知情報
や結果広報の共有をお願いする（事務局を介した情報共有）。

１）SNSを介した環境系団体・観光系団体の活動情報の収集を⾏う。

２）関係者間のネットワーク⽀援のための、さらなる⽅策の検討。

●協議会関係者それぞれによる関連事業の推進（および推進協議会での情報の収集・共有）
●取り組み効果分析に関する検討（経済的な価値・便益等）

ベースとなる
取り組み等


